
 

 

 

            

     

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

３月１日（水）に卒業式が行われ、校長先生から卒業生一人一人に卒業証

書が授与され、「甲佐高校で学んだことを誇りに思い、周囲への感謝の気持ち

を忘れず、これからも自信を持って頑張ってください。」と式辞がありました。 
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＜主な進学先＞ 

熊本県立大学、九州産業大学、熊本学園大学、中九州短期大学、九州中央リハビリテーション学院、

上天草看護専門学校、熊本歯科技術専門学校、九州工科自動車専門学校、熊本デザイン専門学校 

＜主な就職先＞ 

特定医療法人谷田会谷田病院、トランスコスモス株式会社 BPO センター熊本、シモハナ物流株式会

社、ワタキューセイモア株式会社九州支店、旭千代田工業株式会社熊本工場、有限会社梅田鉄筋、社

会福祉法人伸生紀特別養護老人ホームこもれび、医療法人社団藤岡会、株式会社九州食糧、株式会社

熊本圧接、有限会社権頭電気工業、壱義総合物流株式会社、自衛隊（陸）自衛官候補生 

【答辞】甲佐高校では、他の学校では体験できないようなことを体験することができま

した。学年のほとんどの人が委員長や部長を務め、それぞれに役目がありました。そ

して、みんなが活躍する場所がありました。少人数だからこそ前に出ることが恥ずか

しくなく、沢山のことに挑戦することができました。在校生の皆さん、私たちは頼り

がいのある先輩になれていたでしょうか。いつも私たちの無茶ぶりにこたえてくださ

り、ありがとうございました。私たちはいつも皆さんに支えられてきました。皆さん 

と過ごした日々の全てが、かけがえのない思い出です。皆さんには百年以上続くこの甲佐高校で充

実した高校生活を送ってほしいと思っています。これまでの伝統をもとに、さらに進化した甲佐高

校を作ってください。私たちは、本日新たな一歩を踏み出します。大きな希望と期待と同じくらい、

新たな環境の中でやっていけるのか、大きな壁が立ちはだかった時に乗り越えていけるのかという

不安もあります。ですが、この甲佐高校で学んだことを活かしながら胸を張って生きていけるよう

頑張ります。最後になりましたが、私たちの高校生活を支えてくださった全ての方々にお礼を申し

上げるとともに、甲佐高校の更なる発展を祈念いたしまして答辞といたします。（一部抜粋） 

【送辞】「青垣祭」や「スポーツフェスティバル」をはじめとする学校行事を、生徒全員が楽しむこ

とができたと思えるのは、先輩方のおかげです。特に青垣祭での素晴らしい展示やステージ発表、

圧倒的なパフォーマンスは、私たち後輩にとっても忘れられない思い出の一つとなりました。昨年

度、一年延期になっていたために先輩方が中心となり取り組んでくださった甲佐高校創立百周年の

記念式典は、学校の歴史を鮮やかに彩る一日となりました。百年の歴史を刻んで今現在の甲佐高校

は人数は少ないけれど、みんなで意見を出し合って、みんなで気持ちを寄せ合ってい 

く学校になりました。その分、一人一人の担うものも大きいけれど、自分たちで学校 

を作っているという手応えがあります。私たちも先輩方が熱い思いで守ってこられた 

「私たちの甲佐高校」を大切にし、「夢実現～百見は一験に如かず～」の精神に、も 

っともっと磨きをかけたいと思っています。今まで以上に、一人一人がお互いを大切 

にし、深い絆を結べる学校に発展、進化させる覚悟です。（一部抜粋） 



 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                

３月９日（木）に、甲佐中学校２年生の体験入学を行いました。最初に生徒 

会が作成した動画による学校紹介が行われた後、国語、数学、英語、福祉教養、 

ビジネス情報に分かれて体験授業がありました。国語、数学においては習熟度 

に分かれた体験授業を行いました。中学生のアンケート 

の中には、「高校で勉強する内容を体験できて楽しかっ 

た。」「先輩たちが優しく教えてくれたので楽しかった。」 

「高校ではどんなことをするか学べたし、ムービーで見 

た行事などが楽しそうでワクワクしました。」などの感 

想がありました。 

 

 

３月１５日（水）は、大学見学と進路ガイダン

スがありました。午前中は熊本学園大学に行き、

大学の説明を聞いたり、キャンパス内を見学し

たりしました。午後からは場所を熊本市総合体

育館に移し進学ガイダンス 

が行われました。進学希望 

者には学校別の相談や模擬 

講義体験、就職希望者には 

講演会や企業別の相談など 

が行われました。 

 

 

２月２７日（月）の５・６ 

限目に、進路ガイダンス「校内 

進路説明会」を実施しました。

１９の学校や企業による様々な職業に関する説

明を受けたり、実際に仕事の一部を体験したり

する機会となりました。生 

徒たちは、それぞれ興味・ 

関心のある職種の講座に分 

かれて、意欲的に参加して 

いました。 

 

 

３月１７日（金）に、松橋西支援学校上益城分

教室のみなさんと一緒にクリーンアップ活動を

行いました。限られた人数のため広い範囲には

できませんでしたが、日頃お世話になっている

バス停など学校周辺の清掃を行いました。 

 

 

２月１７日（金）、総合的な探求の時間で取り

組んできた「興味のある仕事や資格」について、

各自がその成果を発表しました。それぞれ工夫

した構成と内容で聞いている人たちにもしっか

りと伝わるものでした。 

生徒からは「資格を取 

ることの難しさがわか 

った」「魅力を知りも 

っと興味を持った」等 

の感想が聞かれました。 

今年も在校生は卒業式に参加できないため、

２月２４日（金）に３年生を送る会が開かれま

した。甲佐高校にまつわる〇×クイズや職員に

よるフルート演奏、３年生にはサプライズで１・

２年生と職員によるダンス 

＆合唱、在校生・職員から 

３年生に贈ることば、３年 

生からのメッセージなど盛 

りだくさんの本当に心温ま 

る会になりました。 

３月４日（土）に、第１回熊本スーパーハイス

クール全体発表会「県立高校学びの祭典」が、グ

ランメッセ熊本で開催され、甲佐高校の日頃の学

びや探究活動などを発表 

しました。点字体験コー 

ナーには、たくさんの人 

の参加がありました。代 

表の６人の生徒たちが甲 

佐高校を精一杯アピール 

してくれました。 

 

在校生・職員によるダンス 


